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Parent’s Experience of Interpreting "Child’s Symptoms" in
parents having an infant child with asthma.
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 
本研究は､ 幼児期にある気管支喘息の子どもを持つ親の症状マネジメントを明らかにすることを目的とした｡ 本稿は､
親の ｢子どもの症状｣ の体験に焦点をあてて報告する｡ 入院中または外来通院中の１～５歳の気管支喘息を持つ子ども
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親の年齢 子の年齢 罹患期間 入院経験 家族の喘息経験
case1 30代 ３歳代 ２年以上３年未満 初回 ●
case2 20代 ４歳代 ３年以上 ２回以上
case3 30代 ３歳代 ２年以上３年未満 ２回以上
case4 20代 ３歳代 １年未満 初回
case5 30代 ５歳代 ３年以上 ２回以上 ●
case6 20代 １歳代 １年未満 初回 ●
case7 30代 ２歳代 １年未満 初回 ●
case8 30代 １歳代 １年以上２年未満 ２回以上 ●
case9 30代 ２歳代 １年未満 ２回以上 ●

















丈夫と｣ (case1)､ ｢(父親が) もう息が苦しそう
だから病院に連れて行かないと言って｡ 主人は
すごく心配性だから､ また大げさなことを言っ













風 邪 症 状 咳 (仕方) ・コンコン ・金属音 ・痰が絡む ・いつもと違う
(持続) ・咳が出だす ・長引く ・止まらない
鼻汁 ・鼻汁の持続 ・程度
呼 吸 状 態 呼吸の仕方 ・肩で息をする ・肩とお腹で息をする・ 咳がなくても喉元がぺこぺこ
・喉元がへこむ ・息苦しい様子 ・深呼吸ができない
呼吸音 ・ヒュー音 ・ゼイゼイ ・ゼロゼロ ・喘鳴 ・痰が絡む音
子どもの特徴 いつもと違う様子 ・機嫌が悪い ・泣く ・ぐずる ・抱っこをせがむ ・しんどそう
睡 眠 障 害 咳による睡眠障害 ・夜間寝ていて咳で起きる ・咳で眠れない













































































































































(case２)､ ｢苦しそう､ 息をするだけで｡ ずっ
とゲホゲホいって｡ 自分では全然ないから｡ 逆





















































































１. 親が読み取った ｢子どもの症状｣ への意味
づけ
本研究結果から､ 入院経験に関わらず全対象


























































































































親の ｢子どもの症状｣ の体験は､ 親が読み取っ
た ｢子どもの症状｣ の主観的な体験であること
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